
 
 
 
 ６月 27･28日（1泊２日）に「課題

研究」ゼミ生３０人が、国内フィール

ドワークとして大阪・神戸へ出かけ

ました。本年度の研究対象である「台

湾」について、華人の歴史とくらし、

華人の文化などについての探究活動

を行いました。 

 主な訪問先 

神戸華僑歴史博物館、南京町、

国立民族博物館等 

「課題研究」ゼミ生のこれまでの活動 

講義、発表・討論 15:20～17:00 会場：地歴公民室 

5/12（火）グローバル化とは何か、6/2(火)･9（火）日本と台湾の歴史、 

6/16（火）華人社会と多文化政策、6/30（火）・7/8（水）少子高齢化と外国人労働者 

・それぞれのテーマの２回目は、台湾からの留学生（名古屋大学）との討論を行っています。 

 

 

                        

演題「アジアの少子高齢化－今何が起こっているか－」 

７月１３日（月）に

図書館にて、日本総合

研究所の大泉啓一郎

氏（上席主任研究員）

による講演および座

談会が行われました。 

講演ではアジア諸

国で問題となってい

る少子高齢化につい

て、その原因と問題点、グローバリゼーションと非婚化の関係、少子高齢化と家族関係の変化、有効な対策など

についてのお話しを伺いました。 

座談会では講師の先生を囲んで、課題研究ゼミ生からのかなり突っ込んだ質問に丁寧にお答えいただきました。 

 

 

「TOP OF TOPS（イギリス ケンブリッジ大学研修）」（2015.7.17～7.30） 

 ＳＧＨとして初めての企画となる世界のトップ大学への訪問研修（語学研修・探究活動・先進校視察など）が

いよいよ始まります。本年度は、ケンブリッジ大学（イギリス）への訪問で、参加生徒は１０名。単なる語学研

修や見学にしないために、探究活動の課題を設定し、訪問先を自分で交渉して決めるなど、すでにその活動は４

月から始まっていました。７月 17日からの渡英で参加生徒の皆さんが何をつかんでくるかが楽しみです。 

 なお、参加生徒の成果報告は、２学期に行う予定です。  
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